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要旨

火星の境界層の構造を概観する.
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1 境界層の構造

Leovy(1979)は火星大気の境界層は次のようになっていると考えた. (私には良く
わからない. )

• 接地層

地表のすぐ上にあって, 分子拡散が効く領域. 厚さは約 1cmと考えられる.

• シアーによる乱流が効く層

接地層のすぐ上からリチャードソン数が 1程度になる高さの間に存在する.

• 対流層

シアーによる乱流が効く層の上に存在する. convective plumeがこの層でで
きていると考えられる.
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